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研究のミッション・ビジョン

１ ．障害のある子どもが，その能力や可能性を最大限に伸ばし，確かな「生きる力」を身

につけ，その子どもなりの社会参加を実現することを目指す。

２ ．そのために，障害のない子どもと同じカリキュラム構造のもと，的確な実態把握を行

い，個々の特別なニーズに応じて，学習目標や学習内容を設定する。

３ ．目標設定の妥当性，共通理解を高め，学習状況の把握と関係者におけるその共有を促

すために，学習到達度チェックリストを開発する。
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